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　皆さんは、カキを食べたことがありますか。カキは「海
のミルク」と呼ばれ、栄養価が高い食品として知られてい
ます。
　宮城県は、養殖カキの年間生産量が全国２位で、塩竈市
では、松島湾に浮かぶ浦戸諸島でカキの養殖が行われてい
ます。県内のカキの養殖は、1600年代に野々島で始まっ
たと言われています。
　浦戸諸島のカキに触れてもらうイベント「浦戸のカキ体験」で、浦戸諸島で生活する皆さんに、カキの養殖場
やカキのむき方について、教えてもらいました。
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　9月から10月にかけて、日本各地で台風や大雨の大きな被害があり、被災
地を支援するための活動が行われました。玉川小学校のボランティア委員
会も台風第15号の被災地のために募金活動を行い、日本赤十字社を通じて
寄付を行いました。
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第一小学校に菊池助治さん殉道碑が建てられました
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　浮きを使った養殖が行われています。種カキ
（カキの子ども）がついたホタテの貝殻をロー
プで挟み込み、浮きをつなぐロープに吊るして
います。
　浮きのほかにも、海に杭を打ち込み吊るす方
式や、筏に吊るす方式などがあります。
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　カキのむき方を内海信吉さんが
教えてくれました。真剣に取り組
んでいるうちに、皆さんから「食
べるのはいいけど、これを毎日や
るのは大変だね…」という声があ
がりました。
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　殻付きカキを焼き、自分
で殻をむいて食べました。
「カリッと焼いてもおいし
い！」など、話がはずんで
いました。
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　参加してみて、特に楽しかっ
たのはカキむき体験です。カキ
むきでは、貝柱をとるところが
難しいと感じました。また参加
したいです。
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月見小５年　平塚翔塁さん

今野和凜さん（玉小５年）
こん の あい り しょうたま ねん

佐々木琴乃さん（玉小５年）
さ さ き こと の しょうたま ねん

ぼ きん かつどう ほっ き にん

募金活動の発起人
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　今は、被災地を支援する活動を知ってもらうための新聞や
ポスター作りをしています。被災した人たちへの手紙を届け
られないかも考えています。
　ほかにも学校の必要な備品をそろえる活動や、外国の人た
ちの助けになるような活動に取り組んでいます。いろいろな
活動を通してたくさんの人が楽しく笑顔になれるようにみん
なで頑張ります！
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「命の大切さと思いやりの気持ちを伝える」
いのち たい せつ おも き も つた

「玉小ボランティア委員会」

船に乗って見学。鈴木正德さんが
案内してくれました。
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　校外の人たちのために何かできないかと考えていたときに、
台風第15号の被害をニュースで見ました。東日本大震災の
ときに塩竈はたくさん支援をしてもらっていたので、今度は
私たちが台風の被災地の人のためにできることをしたいと思
い、募金活動を行いました。
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募金をしようと思ったきっかけ

　大正13年１月20日、塩竈小学校（現在の第一小学校）の男子児童２名が、
旧玉川堤（現在の法務局塩釜支局）で氷滑りをして遊んでいたところ、突然氷
が割れて二人とも水中に落ちてしまいました。たまたま通り掛かった多賀城
村（現在の多賀城市）の菊池助治さんが駆けつけ、すぐに一人を助け上げまし
た。もう一人も救おうと自らの危険もかえりみず、対岸から氷の上を這うよ
うにして近づき救おうとしましたが、氷が割れて児童と共に水中に沈んでし
まいました。
　痛ましい事故の歴史と菊池さんの功績を伝えるため、９月17日、NPOみ
なとしほがまにより殉道碑が新しく建てられました。
　児童を救おうとした菊池さんの思いはとても尊いものです。冬休みにこの
ような悲しい事故が起こらないよう、危ないところで遊んだり、近寄ったり
しないように気を付けて過ごしましょう。
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